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蛭ケ岳山荘での心にふれる話
平成24年7月に32年ぶりに山頂稜線上に３匹の姫ホタルが発見され

ました。シカの食害を防ぐ為のシカの管理捕獲、植生の保護柵の設置
で環境が改善されてきたのが好影響となったものと思われます。
その後、昨年は目撃する姫ホタルが多くなっていますが、昔の様に

乱舞する姫ホタルの復活を夢見たいものです。
平成24年に初めて姫ホタルが目撃された日の心にふれる話を紹介し

ます。ある老夫婦が蛭ケ岳山荘に訪れましたが、亡き息子が愛してや
まなかった蛭ケ岳、いつかは一緒に登るとの約束が果たせなくなった
亡き息子の思いを老夫婦が背負い蛭ケ岳を訪れました。
山に慣れていない老夫婦が、丹沢山までたどり着きましたが、疲れ

切ってあきらめかけましたが、その時に去来する亡き息子への強い思
いで、頑張ってお互いに支えあい蛭ケ岳山荘にたどり着きました。
その時に山荘の管理人が老夫婦から聞いた話ですが、10年以上姫ホ

タルが舞うことが見られなかった山頂に姫ホタルがあらわれ、老夫婦
が小屋の窓から眺めていると夜空に３匹のホタルが舞うのが見え、外
に出てみると老夫婦の脇に姫ホタルが止まり、しばらくの問、離れる
ことなく老夫婦に寄り添っていたとの事です。
その時、老夫婦は息子が天から舞い降りてきたと涙を流しながら見

ていたとの事です。姫ホタルが32年ぶりに発見された夜、老夫婦の心
に感銘を与えた現象は、自然の織り成す先は、人間の尺度とは計り知
れない偉大な力があるのかもしれないと思いました。


